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基本の使いかた オート機能のはたらき

便器に

近づく
便座に

座る※1
便座から

立ち
上がる

便器から

離れる
（人がいなく
なってから）

脱臭

オート便器洗浄

ノズルきれい

便器きれい

便器きれい
オートふた開閉 オートふた開閉※5

瞬間暖房便座 瞬間暖房便座

ふだんは自動できれい除菌水を使ってきれいにします。

【立って使用するとき】
便座はリモコンで開けてください。

● 脱臭フィルターは定期的
にお手入れが必要です。
（P.47）

便ふたが
開く

便ふたが
閉まる※2

【立って使用したとき】

便座・
便ふたが
閉まる※2

脱臭が
はじまる

便器内のにおいをとる

● 便器内LED
が点灯

プレミスト
便器内にミストを
かけて、汚れを
付きにくくする

水が流れる※2

座る時間が、約6～30秒：｢小洗浄｣
約 30秒以上：｢大洗浄｣

オートパワー
脱臭がはじまる

約60秒後に自動で止まる

約10秒後

約10秒後

● 便器内LED
が点灯

ノズルが出て、
ノズルの根元
から出る
きれい除菌水
で洗浄※3

洗浄機能を使ったときのみ

約25秒後

ノズルきれい終了後

待機温度から温めはじめる 設定温度まで温める 待機温度に戻る

（洗浄機能を使わなかったときは
約25秒後）

● 便器内LED
が点灯

アフターミスト
便器内にきれい
除菌水のミスト
をかける※4

上記は初期設定での動きです。設定を変えてご使用いただくこともできます。（P.26～41）

10 25
0

（秒） 90

やわらかライト
やわらかな光でトイレ室内を演出
便器に近づくと点灯し、離れるとしばら
くして消灯します。
⇒ 「やわらかライト」の入／切（P.35）

きれいサイン
「便器きれい」「脱臭」「ノズルきれい」「お
掃除ミスト」中に光でお知らせ

（点灯） （サイクル点灯）

または

（便座を使用しないときは点灯のみ）※6

⇒ 「きれいサイン」の入／切（P.35）

【立って使用したとき】

水が流れる※2

「小洗浄」

※1　お湯を出す準備のために、ノズル付近から数秒間水が出ます。
※2　便ふたを閉めて便器洗浄をする設定に変更することができます。（P.30）
※3　洗浄機能（おしり・ビデなど）を使用しない時間が約8時間になると、自動でノズル洗浄します。（ノズル付近から水が出ます。）
※4　洗浄機能（おしり・ビデなど）を使用しない時間が約8時間になると、自動で便器内にミストをかけます。
※5　便座に座らなかったとき、便座に座る時間や便器の前に立つ時間が短いときは、自動で閉まるまで約5分かかります。
※6　「お掃除ミスト」は除く

きれい除菌水とは
水（水道水および飲用可能な井戸水（地下水））に含まれる塩化物イオンを電気分解して作られる除菌成分
（次亜塩素酸）を含む水です。
時間がたつともとの水に戻るので、環境にやさしいのが特長です。
•「きれい除菌水」は汚れを抑制するもので、おそうじが不要になるものではありません。
•使用・環境条件（水質や対象物の材質・形状など）によっては、効果が異なります。

■ノズル

 押す　 ノズルを洗浄したあと、ノズル付近から水が出ます。
● ノズルを出してお手入れをしたいとき⇒ ｢ノズルそうじ｣（P.47）

■便器

リモコン裏面  ⇒リモコンの取りはずしかた（P.12）

 押す

便器内にきれい除菌水のミストをかけます。
● ノズルが出ているときや便座に座っているときは使えません。
● ブラシなどを使ってお手入れをしたいとき
⇒「便器そうじ」（P.44）

リモコンのボタンを押してきれい除菌水を使うこともできます。

使
い
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便器に

近づく
便座に

座る
便座から

立ち
上がる

便器から

離れる

使用者の認証※2※3※4

便スキャン
結果送信※7

オートふた開閉 計測※5 計測終了※6

基本の使いかた アプリのインストール 便スキャン機能を使う

トイレをご使用中（便座に座ってから立ち上がるまでの間）に、便の状態を計測します。

※２　 使用者の認証を行わない場合、計測されたデータは破棄されます。
※３　 「TOTOウェルネス」アプリからも行うことができます。
※４　 個人設定を「切」にしている場合は、この操作はできません。（P.38）
※５　 おしり洗浄・ビデ洗浄などをお使いのときは計測を一時中断します。
※６　 便器から離れたあと、計測されたデータの送信までに時間がかかる場合があります。（P.69）
※７　 計測されたデータは、スマートフォンに送信するまでウォシレット本体に蓄積されています。蓄積されたデータが一定量

を超えると、古いデータから削除されます。1週間に1回程度を目安に、こまめにデータを取得することをおすすめします。
●引っ越しや製品の廃棄などで、製品内に記憶されている「スマートフォンとの通信設定と計測データ」をすべて削除したいとき
は「ペアリング初期化」を行ってください。（P.41）

ご使用になるには、お客様のスマートフォンに「TOTOウェルネス」アプリのインストールが必要です。
詳しくはサポートページをご覧ください。

詳細情報を見る
サポートページ

※通信料がかかります。
※ご利用環境によって閲覧できない場合があります。

https://jp.toto.com/support/use/iott/it_guide/

計測されたデータをスマート
フォンに送信

データを「TOTOウェルネス」
アプリで確認する
• 使いかたは、P.16
「サポートページ」参照

●白色のトイレットペーパーを使用してください。（色付きや柄入りのペーパーは、誤って便と計測する可能性があるため）
●以下を計測した場合は、正しいデータが得られません。
•黄土系・茶系・焦げ茶系以外の色の便
•便以外のもの（経血など）
誤ったデータを取得された場合は、削除することができます。詳しくはサポートページのヘルプを参照してください。

●便スキャンセンサー部は定期的にお手入れを行ってください。(P.48)
（汚れが原因で、正しく計測できない可能性があるため）

便スキャンセンサーカバーが
開く
便スキャンセンサー（P.11）
で便の状態を計測

点灯
（橙色系）

便スキャンセンサーカバーが
閉まる（約5秒後）

消灯

※１　個人番号は「個人設定」の登録時にも使用します。
（P.39「個人設定登録」参照）

「TOTOウェルネス」アプリの画面にしたがって、初期設定を行ってください。

初期設定が完了したら、P.17
「便スキャン機能を使う」を
ご覧ください。

トップ画面 お客様のスマートフォンとウォシュレット本体のペアリング
設定を行います。アプリの画面にしたがって、リモコンボタン
で設定してください。
使用するボタンの詳細は下記を参照してください。

ペアリングボタン

1  を５秒以上押す

• ウォシュレット本体表示部
のランプの点滅（青色）を
確認してください。

ピッ

お客様のスマートフォンに便スキャン機能で計測されたデータを送信する
ため、使用者の認証用の個人番号を設定します。
• 「TOTOウェルネス」アプリの初期設定時に設定してください。
• 個人番号は6人まで登録できます。

個人番号はトイレをご使用中に、リモコンで選択します。
（P.17「使用者の認証」参照）

ペアリング
リモコンで設定

個人番号設定※1

アプリで設定

1 個人設定ボタンを押して、事前に登録した個人番号「1～6」
と同じ登録番号のランプを点灯させる。

登録1
登録2
登録3
登録4
登録5
登録6

• 便座から立ち上がる前までに、行ってください。

使
い
か
た
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基本の使いかた リモコンを使う

洗う※１

止める

リモコンのボタンを押してウォシュレット本体が信号を受け付けると、電子音が鳴ります。

● リモコンに貼る点字シールを、無料で準備しています。
 → 詳しくは、P.12をご覧ください。

おしり洗浄・おしりソフト洗浄・ビデ洗浄・ワイドビデ洗浄について

●おしり洗浄・おしりソフト洗浄は、排便後の局部周辺に付着した汚れを洗い流す機能です。
●ビデ洗浄・ワイドビデ洗浄は、生理時など局部周辺に付着した汚れを洗い流す機能です。
●おしり・おしりソフト・ビデ・ワイドビデとも洗浄時間は約10秒～20秒を目安にご使用ください。

おしり洗浄

止

ワイドビデ洗浄

■ムーブ洗浄
ノズルが前後に動き、広く
まんべんなく洗う

●広い範囲をやさしく洗う

おしりソフト洗浄
●ソフトな水流で包み込むように洗う

●「おしり」「おしりソフト」
「ビデ」「ワイドビデ」使
用中にボタンを押すと
使える機能です。

お知らせ
便座に深く腰かけると、
洗浄の位置が合いやす
く、水の飛び散りが少
なくなります。

■パワー脱臭ボタン ボタンを押すと、吸い込む力をアップしてにおいをとる
便座に座らないと、使えません。
切らずに立ち上がったときは、約60秒後に自動で止まります。

■ペアリングボタン
「TOTOウェルネス」アプリを設定
するときに使用します。（P.16）

■ノズルきれいボタン（P.15） きれい除菌水でノズルを洗浄する
洗浄機能（おしり・ビデなど）を使用したときに、自動でノズルを洗浄することもできます。（P.14）

ボタンを押すたびに
洗浄が切り替わります。

■ 洗浄位置調節
洗浄位置を「▲」「▼」で前後５段
階に調節
•リモコン操作を終えて、しばらく
すると3段階目に戻ります

3段階目に戻したくないとき（P.38）

■ 水勢調節　水勢を5段階で調節（「－」弱く、「＋」強く）
• 水勢調節ボタンを
押すと、設定した
位置で約10秒間
点灯

• 洗浄ボタン（おしり・おし
りソフト・ビデ・ワイドビデ）
を押したときも、設定し
た位置で約10秒間点灯

■マッサージ洗浄
水勢に強弱をつけて洗う

ビデ洗浄 流す

開閉する

リモコンで便器洗浄や便座・便ふたの開閉をするとき

便座開閉

便ふた開閉

※１　着座センサーがはたらかないと使えません。着座センサー部（P.8）に、肌が直接触れるように座ってください。
※２　便ふたを閉めて便器洗浄をする設定に変更することができます。（P.30）
※３　リモコン信号送信部
※４　 便スキャン機能の「使用者の認証」をするとき（P.17）
表面シート、ボタンは「抗菌」です。

※3

大洗浄 ※2

●大用時（トイレットペーパーはシングル5 mまで）や
トイレットペーパー（シングル10 ｍまで）を流すとき

小洗浄 ※2

●小用時やトイレットペーパー（シングル3 ｍまで）を流すとき

■個人設定ボタン※4

お好みの「水勢」「洗浄位置」「温水温度」の設定を6人まで登録できます。
→ 設定のしかた（P.39）
●使用するとき
①ボタンを押して、自分の設定した箇所のランプを点灯させる
②使用する洗浄ボタン（おしり洗浄など）を押す

■温度設定
温度調節（P.20、21）

■お手入れ
（P.42～51）

■運転ボタン
約3秒以上押すとウォ
シュレット本体の「運
転」を入/切できます。

■設定確認ボタン
現在の設定をランプで
確認できます。

■節電設定
節電機能
（P.22～25）

■オート設定
いろいろな使いかた
（P.26～41）

電池切れ
予告マーク
（P.54）

リモコン裏面

登録1
登録2
登録3
登録4
登録5
登録6

使
い
か
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温度調節 温水 /便座

※１　「切」のときでも、結露防止制御のため、温水温度が20 ℃以下になることはありません。

20 21

高温から低温までの5段階と、「切」の設定ができます。

 温度調節しても、便座が温かくならないとき
   節電が「入」になっていませんか？（P.22、23）

温度を調節する

1設定したい温度のボタン , 選んで押す

 • 現在の温度の段階が表示される

2手順 1 で選んだボタンを
お好みの温度の段階になるまで繰り返し押す

1回押すたびに設定が切り替わる

「切」

消灯

「1段階目」

点灯

「2段階目」

点灯

「3段階目」

点灯

「4段階目」

点灯

「5段階目」

点灯

温度調節ランプは、約10秒以上ボタンを押さない時間が続くと、設定を記憶したまま消灯します。
設定の途中で温度調節ランプが消灯したときは、手順1からやり直してください。

＜設定完了＞

押したボタンの温度の段階を表示

温水温度ボタン
（温水温度を調節したいとき）

便座温度ボタン
（便座温度を調節したいとき）

＜便座＞

点灯

便座温度が
設定されているとき

⇒リモコンの取りはずしかた（P.12）リモコン裏面

便座温度が
「切」のとき

便座、温水の温度を「切」にする　

1「切」に設定したい温度のボタン , を選んで押す

 • 現在の温度の段階が表示される

2手順 1 で選んだボタンを
温度の段階が「切」になるまで繰り返し押す

1回押すたびに設定が切り替わる

「1段階目」

点灯

「2段階目」

点灯

「3段階目」

点灯

「4段階目」

点灯

「5段階目」

点灯

「切」※１

消灯
（すべての
ランプ）

＜設定完了＞

＜便座＞

消灯
使
い
か
た



節電機能 種類

22 23

節電は「スーパーおまかせ節電」と「タイマー節電」があります。
自動で便座ヒーターを「切」にして節電します。

 節電がはたらいているとき（便座ヒーター「切」）
でも、便器に近づく、または便座に座ると便器が
一時的に温かくなります。（約60秒間で設定温度
になります。）

ウォシュレットに
自動で節電してもらいたい

スーパー
おまかせ節電

使わない時間帯をウォシュレットが見つけ、
自動で便座ヒーターを切ります。
● 使わない時間帯を見つけるまでに、約10日
かかります。

例

AM0:00からAM4:00まで使用しない場合

待機温度

切

AM0 AM4

 待機温度※1

 切※2

決めた時間帯だけ節電したい
（６時間／９時間）

タイマー節電

一度設定すると、毎日その時間帯に自動で便座
ヒーターなどを切ります。

例

 待機温度※1

 切※2

AM8:00からPM5:00まで設定した場合

待機温度 待機温度

切

AM8AM0 PM5

お知らせ

節電の設定　（P.24・25）

※1　 便座ヒーターが「待機温度」になる時間帯です。
※2　 便座ヒーターが「切」になる時間帯です。

点灯（緑色）

消灯

＜運転＞＜便座＞＜節電＞

＜運転＞＜便座＞＜節電＞

節電を設定したとき

節電を設定していないとき

■ ウォシュレット
本体表示部

とことん節電したい

タイマー節電
＋

スーパーおまかせ節電

「タイマー節電」と「スーパーおまかせ節電」
を両方設定すると、「タイマー節電」中でない
ときにも、「スーパーおまかせ節電」がはたら
きます。

例

 待機温度※1

 切※2

「タイマー節電」と「スーパーおまかせ節電」の
例を組み合わせた場合

待機温度 待機温度

切 切

AM8AM0 AM4 PM5

使
い
か
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節電機能 設定のしかた

24 25

タイマー節電ボタン

スーパーおまかせ節電ボタン

節電を設定すると
「節電」ランプが点灯（緑色）
します。

＜節電＞

 押す1
1回押すたびに設定が切り替わる

リモコン裏面
⇒リモコンの取りはずしかた（P.12）

タイマー節電は、節電を開始したい時間
に設定を行ってください。 スーパーおまかせ節電 タイマー節電

＜設定完了＞ ＜設定完了＞

例：午前１時から７時まで（６時間）節電をする
とき

 •「6」のランプが点灯するまで繰り返し
押す

午前1時になったら、1  押す

6時間のとき

点灯

9時間のとき

点灯

「切」のとき

消灯

1回押すたびに設定が切り替わる

「スーパーおまかせ節電」にするとき

点灯（緑色）

「切」にするとき

消灯

使
い
か
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